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チームワークを高めるためには 
脈と同じくらいのリズム感で行動してみよう 

　 異なった価値観に根ざした
海外事業においてチームワー
クをいかにして高めるか。精
神科医の立場からみなさんに
お伝えしたいコツは「ペース
をあわせる」こと。まさに
「息があっている」状態はチ
ームがひとつになっている現
れです。言い換えれば「息を
あわせる」ことでチームメン
バーの力を最大限に発揮させ
ることに有効なのです。 

　 そもそもチームワーク＝仲
が良い状態ではありません。
目標があり、その目標の達成
に各自の役割を果たし、結果
達成に一つになっている状
態。当然のことながら結果も
ついてきやすくなります。 
　 私たち医療もチームプレー
です。どんなに腕がある医師
でも一人では患者さんへの治
療を完結することはできませ
ん。医療スタッフ、医療機
器、薬、システムたくさんの

専門が集まったチームで一人
の患者さんを支えています。 

　 チームの息をあわせるため
に鍵を握るのは何と言っても
リーダーです。みなさんも現
場では少なからず「リーダ
ー」となる瞬間があるはず。
このリーダーの「リズム＝ペ
ース」が実に重要です。歩き
方、話し方、動作をちょう
ど、脈拍と同じくらいのペー
スに保つと周囲が心地よい状
態になるのです。平均が７０
秒くらいなので１秒よりも少
し早いくらい。メトロノーム
というリズムを刻む機器があ
りますね、トントントン。あ
んな感じを思い浮かべてくだ
さい。ピンチの時はあえてゆ
っくり、まさに時計の１秒間
隔でゆっくりと話す、動く。
勢いよく何かを仕上げる時は
話すペーすも８０秒くらい
（女性の脈の平均）。スピー
ド感と躍動感がチームに広が

ります。遅いと周囲はイライ
ラするし、早いと周囲をセカ
セカさせてミスが起こりやす
くなります。日によって時間
によってペースがバラバラな
リーダーの組織はチームワー
クも乱れがち。リーダーのペ
ースが乱れやすかったら周囲
がそれを補佐して、リズムを
整えるよう行動するとチーム
の安定を図ることができま
す。２トップがいいというの
はそういうスピードのバラン
ス調整という意味があると思
います。 
 トップがスピーディーなら
NO.2はちょっとのんびり。ト
ップがのんびりしていたら、
NO.2はスピーディーに。そん
な感じでうまく息をあわせて
いくと、チームメンバーの自
律神経のバランスも安定し、
仕事に集中し、持続力、思考
力も冴えてくるのです。 
　息をあわせましょう！
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